
 

拝啓 

皆さん、夏休みはいかがでしたでしょうか。季節も秋になりましたね。 

秋といえば、食欲の秋、スポーツの秋、そして、読書の秋！ 

後期が始まり、なにか始めてみようという方はぜひ、 

図書館で読書はいかがですか？ 気候が穏やかなこの時季、 

いつも以上に本の世界に入り込むことができますよ！ 

かしこ 

 ほん       

＊＊＊今月号の Line up!＊＊＊ 

１．図書館カレンダー 10月～11月 

２．LiLian Special Info.  11月のラウンジ展示 

３．今月のおすすめ本『ブレイブ・ストーリー』 

４．LiLian Interview 
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10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

休館

8 9 10 11 12 13 14

休館

15 16 17 18 19 20 21

休館

22 23 24 25 26 27 28

休館

29 30 31

休館

11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

休館
文化の日

5 6 7 8 9 10 11

休館

12 13 14 15 16 17 18

休館

19 20 21 22 23 24 25

休館

26 27 28 29 30

休館

2017年10月～11月 カレンダー　　

８：３０～２０：００ ９：００～１６：３０

最新情報はＨＰを見てくださいね☆   金城学院大学図書館

大学祭 大学祭 大学祭



LiLian Special Info.  
１１月のラウンジ展示 

『探偵ＶＳ怪盗』 
 

11 月のラウンジ展示は『探偵 VS 怪盗』がテーマです。 

一足先に、誰もが耳にしたことのある探偵と怪盗をそれぞれ一名ずつ 

取り上げてご紹介します。 

 

探偵といえば、イギリスの名探偵、

シャーロック・ホームズを思い浮かべる方も多いはず！ 今年はホームズが 

初登場してから 130 周年という節目の年です。世界中に“シャーロキアン”

と呼ばれるホームズ愛好家も数多くおり、名探偵＝シャーロック・ホームズと

いうイメージがありますよね。 ホームズの観察眼の鋭さにワトソン博士の 

ように驚いた読者の方々も多いかと思います。 

ホームズシリーズは既に幾つものドラマや映画化もしています。海外ドラマが

好きな方は BBC の”SHERLOCK”をご存知の方もいらっしゃるかと思います。

普段本を読まないという方は映像から入ってみてはどうでしょうか？  

シーズン 3 までは当館にも揃えてありますので、ぜひ、ご利用下さいね！！  

では、怪盗といえば誰を 

思い浮かべますか？ここではフランスの大怪盗、アルセーヌ・ルパンを 

少しだけ取り上げてみます。神出鬼没で大胆不敵、様々な人に 

なりすまして、華麗に宝石を盗み出す姿にワクワクドキドキした方も 

  



多くいらっしゃると思います。ルパンは怪盗だけでなく、探偵をしていた 

時期もあることはご存知でしょうか？ 探偵をしていてもルパンらしい 

自由奔放さが楽しいですよ。また、今回の展示のテーマである 

『探偵 VS 怪盗』が、実は、モーリス・ルブランによって”ルパン対ホームズ”

という形で実現していたりもします。興味のある方はぜひ読んでみては 

どうでしょうか。 

 

さて、展示に話を戻します。今回の展示では、先程取り上げた 

ホームズやルパンを始め、様々な探偵や怪盗たちについての紹介と 

人気投票をする予定です！まだお気に入りの探偵や怪盗がいない方は

この機会にぜひ、”推し”を決めてみて下さいね。 

 

 

        

＊＊＊今月のおすすめ本＊＊＊ 

『ブレイブ・ストーリー（上・中・下）』 

宮部 みゆき/著（請求記号：913.6/Mi715/3（1-3）ア） 

 

あなたの大事なものは、何ですか？ 身の回りで訪れる不幸の数々… 

そんな主人公の前に現れた幻界。「運命を変えたかったら、幻界へ行け」 

主人公は、謎の転校生の言葉を信じ、自分の運命を変えるために冒険へ旅立つ。 

仲間たちとさまざまな苦難を乗り越え得たものは何だったのか… 

映画を見たことがある方もぜひ、原作を読んでみてください！ （ゆうか） 

 



大すきな先生に 

インタビューに行こう 26 
LiLian Interview    

 

キリスト教文化研究所客員研究所員＊  筒井早苗先生 

                 文学部非常勤講師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラシックギターを弾くことと、メダカの世話をすることです。 

ギターは高校生の時から始め、大学生の時には 1 日 5 時間弾くこともあったくらい、

魅了されました。ギターを持ってスペインへ渡ろうかと思ったこともあります。 

メダカは、娘が世話をすると言って飼い始めましたが、今では私が世話係を 

することに。でも、メダカはとても可愛いので、心が癒されています！ 

 

土曜日は、小学 1年生の娘とごっこ遊びをしたり、自転車の練習を手伝ったり 

しています。子育ては大変で、何を最優先にやっていくかを考えながら行動をします。 

過ごし方の計画が崩れることもありますが、やはり子供がいるのは嬉しいことですね。 

あと、クリスチャンなので、日曜日は家族全員で教会へ行っています。 

1. 趣味・特技は何ですか？ 

 

 

2.休日はどのようにお過ごしですか？  

 

☆ 金城学院大学の卒業生！ 

☆ ギターが大好き♪ 

☆ 優しく、穏やかな人柄 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  学生時代は 2つのサークルに所属していました。 

  1つはボランティアサークル PALで、3つ上の先輩が立ち上げたサークルです。 

  福祉施設の訪問や、外国人の方へのフォローなどの活動を行っていました。 

  もう 1つは聖書研究会で、今でいう KBSに所属をしていました。 

  当初、部員は 3人だけでしたが、後に後輩が大勢入ってきて、その際に名前が 

  聖書研究会から KBSという明るい雰囲気の名前に変わりました。 

 

  

   卒業論文で『北野天神縁起絵巻』について書いたことがきっかけになっています。

人や動物が神になる、という日本人の信仰を不思議に思っていたところ、 

  大学の指導教官が大学院進学を勧めてくださったので、進学し、そのまま研究を 

することになりました。また、子どもの頃から、宗教に関して興味があったので、 

それが今の研究につながっています。 

 

  

  研究の魅力は、昔の人が書いた一冊しかない、写本を見る時のドキドキ感です。 

  解読をしていると、昔の人が悩みながらも、頑張って生きていたのだと感じます。 

  大変なところは、子育てと研究との両立です。まとまった時間は取れないため、 

  細切れの時間をどう使っていくかが大切で、必要に迫られて集中すれば、いつでも

どこでも論文を書くことができるんだと実感しています。 

3. 学生時代の思い出は何ですか？ 

 

 4. 日本文学を研究することになったきっかけは何ですか？ 

 

5. 研究の魅力・大変なところは何ですか？ 

 



 

聖書の、ルカによる福音書 11章 9 節「求めなさい、そうすれば与えられる」です。 

大学生の時に出会った言葉で、自分自身、こういった経験を積み重ねてきました。 

人生は、悩みながらも、旅人のように道を求めていくものなのかなと思います。 

 

皆さん、すごく良いものを持っているので、自信を持ってそれを追求し、 

深めていって下さい。さらに、その追求したことで周りの人にも喜んでもらえたら、

素晴らしいですね。また、女性は、結婚・出産などで仕事を辞める方もいますが、 

なるべく仕事を続け、社会との接点を持ち続けてほしいと思います。 

  

『聖書』 

  毎朝、必ず読んでいる本です。物語としても良くできていますし、 

日本の神話と比べて読んでみても面白いと思います。 

『銀河鉄道の夜』 宮沢賢治 / 著 

宮沢賢治の本は全体的に好きですが、この本は子供の頃から読んでおり、今でも、 

行き詰った時に読みたくなる本です。宮沢賢治が追求した「本当の幸いとは何か」 

というテーマは、私自身も追求していきたいテーマです。 

≪インタビューを終えて≫  

  筒井先生は終始にこやかにお話をして下さり、とても暖かな雰囲気の中でお話を伺う

ことができました。私達と同じく、金城学院大学の出身ということで、先生・女性、 

  そして先輩視点からのアドバイスもいただき、とても勉強になりました！（LiLian*T・Y） 

6． 座右の銘は何ですか？ 

 

7. 金城学院大学の学生に伝えたいことは何ですか？ 

 

8. 本気で好きな本は何ですか？ 
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